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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　列設した各遊技機へ補給するための球を貯留しておく上部タンク部と、該上部タンク部
から各遊技機へ球を補給するための球補給経路部と、遊技者が獲得した球を計数する球計
数装置部と、各遊技機を通過した球および前記球計数装置部を通過した球を回収する球回
収経路部と、該球回収経路部の球を前記上部タンク部へ揚送する球揚送装置部と、を備え
た球の循環経路が形成されている遊技機島であって、
　前記球回収経路部は、
　前記球計数装置部を通過した球の流下速度を加速させるための加速樋と、
　各遊技機から排出されたアウト球を前記球揚送装置部へ搬送するアウト球回収樋と、
　前記球計数装置部から排出された球を一時的に貯留しておく一時貯留タンクへ搬送する
第１の球回収樋と、
　前記球計数装置部から排出された球を前記球揚送装置部へ搬送する第２の球回収樋と、
　を有し、
　前記第１の球回収樋は、
　前記加速樋を通過した球の一部を前記第２の球回収樋に分流する分流部を形成する分流
樋と、
　前記分流樋を通過した球を前記球揚送装置部の方向へ転動流下させて前記一時貯留タン
クで貯留するための転動流下樋と、
　を有し、
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　前記分流樋の幅は、前記加速樋の幅よりも狭くなっていることを特徴とする遊技機島。
【請求項２】
　前記第１の球回収樋の下流端には、球の流下方向を変更するための変更板を設け、この
変更板の近傍から球の一時貯留を行ない、
　前記第２の球回収樋の下流端を前記第１の球回収樋の変更板の位置よりも下流に位置さ
せて、当該第２の球回収樋で搬送した球を優先して球揚送装置部へ搬送するようにしたこ
とを特徴とする請求項１に記載の遊技機島。
【請求項３】
　前記アウト球回収樋を前記第１の球回収樋の側方に位置させるとともに、前記第２の球
回収樋を前記第１の球回収樋の側方かつ前記アウト球回収樋の下方に位置させ、
　前記第１の球回収樋と前記第２の球回収樋とを、前記分流部において連通させ、
　前記第１の球回収樋における球の搬送に滞りが生じた場合に、前記第２の球回収樋に流
入した球を前記滞りの影響を受けることなく前記球揚送装置部へ優先して搬送可能にした
ことを特徴とする請求項１または２に記載の遊技機島。
【請求項４】
　前記転動流下樋は、
　複数の球が流下方向に直交する方向に並んで転動可能な横幅を有する流下底部を備え、
該流下底部の両側縁に、球が乗り越え可能な段差を設け、該段差を乗り越えて一時貯留タ
ンクへ落下した球を一時貯留するようにしたことを特徴とする請求項１ないし３の何れか
に記載の遊技機島。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技店における遊技機島に関し、詳しくは、遊技機島において、各遊技機を
通過した球および計数装置部を通過した球を回収する球回収経路部の改良に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　遊技店においては、複数の遊技機を列設して一つの管理単位である、いわゆる遊技機島
を構成している。すなわち、遊技機島は、列設した各遊技機へ補給するための球を貯留し
ておく上部タンク部と、この上部タンク部から各遊技機へ球を補給するための球補給経路
部と、各遊技機を通過した球を回収する球回収経路部と、球回収経路部の球を上部タンク
部へ揚送する球揚送装置部とを備えており、これらによって球の循環経路が形成されてい
る。また、遊技機島には、遊技者が獲得した球（賞球）を計数する球計数装置部が設けて
あり、この球計数装置部へ投入された球は、計数された後、球回収経路部に合流する。
【０００３】
　一方、近年の遊技機は、獲得可能な賞球数が多くなり、遊技者が多量の賞球を獲得する
ようになっているため、遊技者が遊技を終了する際には、一時期に、大量の球が球計数装
置部に投入されることになる。
【０００４】
　ところが、球計数装置部が球を受け入れて計数可能な能力と、球揚送装置部が球を上部
タンクに揚送する能力とには大きな差があり、球揚送装置部の揚送能力は、球計数装置部
の計数能力よりもかなり低いのが現状である。
【０００５】
　このため、大勢の遊技者が集中して球計数装置部に大量の球を投入すると、球揚送装置
部による揚送が間に合わず、球回収経路部に球が滞留する事態が発生することがある。そ
して、球計数装置部は、この滞留が発生した場合に、球の受入を少量に絞ったり、あるい
は停止するように設定しているので、球の計数にかなりの時間を要してしまう。したがっ
て、球の計数を望む遊技者は、滞留が解消するまで待たなければならず、遊技店のサービ
ス低下が懸念されていた。
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【０００６】
　そこで、滞留現象を解消するために２系統の回収揚送径路を設けたパチンコ島台が、特
許文献１によって知られている。
【０００７】
　また、計数球回収樋を流下してきた球を貯留する貯留タンクを設けると共に、遊技機か
ら排出されたアウト球を回収するアウト球回収樋とを設け、計数球回収樋を流下してきた
球を、通常は貯留タンクへ優先的に流し、貯留タンクに流れない場合はアウト球回収樋へ
流すようにした遊技機島の計数球分流構造が、特許文献２によって知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－１４９６２８号公報
【特許文献２】特開２００７－１５１８７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、球計数装置に一時的に大量の球が投入された場合に対処するように構成
した従来のパチンコ島台は独立した２系統の回収揚送経路を備え、一方の回収揚送経路は
、第１回収経路および第１玉揚送装置から構成され、他方の回収揚送経路は、第２回収経
路および第２玉揚送装置から構成され、両回収揚送経路は同じ機能を有している。また、
球計数装置からの遊技球が貯留タンクへ流れなくなった場合にも計数動作を継続すること
ができる従来の遊技機島の計数球分流構造は、球計数装置から排出された計数済みの球を
受け入れて下流へ流すための上段流路と下段流路とを上下２段に備えており、球計数装置
から排出された球が両流路に五分五分に分かれて流下して分流部に流入し、下部貯留タン
ク内の貯留量が多く球が滞留すると、排出口を通じてアウト球回収樋へ流出するように構
成してある。このため、従来のものは両者とも構造が複雑でかつ大きな設置スペースを要
するなど、製造・設置に手間が掛かってしまうという問題点があった。
【００１０】
　本発明は、上記に鑑みなされたものであり、簡単な構造で、効果的に球の滞留を防止可
能な遊技機島を提供することを目的とする。また、円滑な球の計数が可能であって、遊技
者を待たせることのないサービス向上に即した遊技機島を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１に係る発明は、列設した各遊技機へ補給するための球を貯留しておく上部タン
ク部と、該上部タンク部から各遊技機へ球を補給するための球補給経路部と、遊技者が獲
得した球を計数する球計数装置部と、各遊技機を通過した球および前記球計数装置部を通
過した球を回収する球回収経路部と、該球回収経路部の球を前記上部タンク部へ揚送する
球揚送装置部と、を備えた球の循環経路が形成されている遊技機島であって、前記球回収
経路部は、前記球計数装置部を通過した球の流下速度を加速させるための加速樋と、各遊
技機から排出されたアウト球を前記球揚送装置部へ搬送するアウト球回収樋と、前記球計
数装置部から排出された球を一時的に貯留しておく一時貯留タンクへ搬送する第１の球回
収樋と、前記球計数装置部から排出された球を前記球揚送装置部へ搬送する第２の球回収
樋と、を有し、前記第１の球回収樋は、前記加速樋を通過した球の一部を前記第２の球回
収樋に分流する分流部を形成する分流樋と、前記分流樋を通過した球を前記球揚送装置部
の方向へ転動流下させて前記一時貯留タンクで貯留するための転動流下樋と、を有し、前
記分流樋の幅は、前記加速樋の幅よりも狭くなっていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載の遊技機島の構成に加えて、前記第１の球回収
樋の下流端には、球の流下方向を変更するための変更板を設け、この変更板の近傍から球
の一時貯留を行ない、前記第２の球回収樋の下流端を前記第１の球回収樋の変更板の位置
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よりも下流に位置させて、当該第２の球回収樋で搬送した球を優先して球揚送装置部へ搬
送するようにしたことを特徴とする。
【００１４】
　請求項３に係る発明は、請求項１または２に記載の遊技機島の構成に加えて、前記アウ
ト球回収樋を前記第１の球回収樋の側方に位置させるとともに、前記第２の球回収樋を前
記第１の球回収樋の側方かつ前記アウト球回収樋の下方に位置させ、前記第１の球回収樋
と前記第２の球回収樋とを、前記分流部において連通させ、前記第１の球回収樋における
球の搬送に滞りが生じた場合に、前記第２の球回収樋に流入した球を前記滞りの影響を受
けることなく前記球揚送装置部へ優先して搬送可能にしたことを特徴とする。
【００１５】
　請求項４に係る発明は、請求項１ないし３の何れかに記載の遊技機島の構成に加えて、
前記転動流下樋は、複数の球が流下方向に直交する方向に並んで転動可能な横幅を有する
流下底部を備え、該流下底部の両側縁に、球が乗り越え可能な段差を設け、該段差を乗り
越えて一時貯留タンクへ落下した球を一時貯留するようにしたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の請求項１に係る発明によれば、簡単な構成で球の滞留が発生し難い遊技機島を
提供することができる。すなわち、球計数装置部の計数能力を損なうことのない構造とし
、円滑な球の計数を行えるようにしたため、大量の球が球計数装置部へ投入されても、遊
技者を待たせることがなく、サービスの低下をきたすことがない。
　請求項２に係る発明によれば、分流部によって球を確実に分流することができる。した
がって、安定した動作を得ることが可能である。
　請求項３に係る発明によれば、球揚送装置部によって揚送する球に優先順位を設けるこ
とができる。すなわち、球揚送装置部へ第２の球回収樋を通じて優先して搬送した球を球
揚送装置部において先に揚送することができる。
　請求項４に係る発明によれば、第１の球回収樋における搬送に滞留が発生しても、第２
の球回収樋はこの滞留の影響を受けることなく球の搬送が可能である。したがって、球計
数装置部への球の投入を停止させる必要がない。
　請求項５に係る発明によれば、球を流下端まで搬送することができ、所期の貯留量を確
保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る遊技機島の概略を示す正面図である。
【図２】本発明に係る遊技機島の概略を示す縦断面図である。
【図３】遊技機島における球回収経路部および球計数装置部を示し、（ａ）は平面図、（
ｂ）は正面図、（ｃ）は（ｂ）におけるＣ部の拡大図である。
【図４】球回収経路部の分流部付近の平面図である。
【図５】球回収経路部の分流部付近の正面図である。
【図６】球回収経路部の断面を示し、（ａ）は図５のＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は図５のＢ
－Ｂ線断面図である。
【図７】球回収経路部の断面を示す図５のＣ－Ｃ線断面図である。
【図８】分流部を形成する分流樋を示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は左側面図、（ｃ）は
正面図、（ｄ）はＤ－Ｄ線断面図、（ｅ）はＥ－Ｅ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の一実施例を、図面を参照して説明する。まず、図１、図２を用いて本発明の遊
技機島全体における球の循環経路を述べ、次に本発明の遊技機島における球回収経路部の
構成、分流樋の構成の順で、詳細に述べる。なお、図１においては、遊技機、幕板、腰板
等を外した状態を示している。
【００１９】
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＜遊技機島全体における球の循環経路＞
　図１、図２に示したように、遊技機島１００は、一般に、列設した各遊技機２００へ補
給するための球を貯留しておく上部タンク部３００と、この上部タンク部３００から各遊
技機２００へ球を補給するための球補給経路部４００と、遊技者が獲得した球を計数する
球計数装置部５００と、各遊技機２００を通過した球および球計数装置部５００を通過し
た球を回収する球回収経路部６００と、この球回収経路部６００の球を上部タンク部３０
０へ揚送する球揚送装置部７００と、を備えている。そして、これらの諸部材によって、
球の循環経路が形成され、球を過不足なく各遊技機２００へ補給するようになっている。
【００２０】
　すなわち、遊技機島１００は、床部１１０に設置したフレーム１２０に、上部タンク部
３００を形成する上部タンク部材３１０や球補給経路部４００を形成する球補給樋部材４
１０、あるいは球回収経路部６００を形成する球回収樋部材等の諸部材を取り付けて構成
してある。球補給樋部材４１０および上部タンク部材３１０は、フレーム１２０の上段部
分に取り付けられ、球回収樋部材は、フレーム１２０の下段部分に取り付けられている。
なお、フレーム１２０の上段部分には、幕板１３０が開閉可能に設けてあり、この幕板１
３０を閉止して球補給樋部材４１０を覆うとともに、保守点検時には幕板１３０を開放す
る。また、フレーム１２０の下段部分には、遊技機２００を載置する膳板１４０および球
回収樋部材を覆う腰板１５０が設けてある。さらに、フレーム１２０の左右の端部には、
妻板１６０が設けてある。
【００２１】
　球揚送装置部７００は、遊技機島１００の中央部分に、球揚送装置７１０を配置して構
成する。球揚送装置７１０は、モータを駆動源として、ベルトやスクリューによって、下
方の球を上部タンク部３００へ揚送する。なお、揚送しながら球を洗浄する洗浄機能を合
わせ持つものもある。
【００２２】
　球揚送装置部７００の上方には、揚送した球を貯留しておくために、上部タンク部３０
０が形成されている。この上部タンク部３００には、各遊技機２００に球を補給分配する
ための球補給樋部材４１０が接続されている。なお、この球補給樋部材４１０は、適宜な
傾斜を有して設置してあり、流下する球を図示していない球補給シュートを介して各遊技
機２００に分配する。
【００２３】
　一方、球揚送装置部７００の下方には、後述する球回収経路部６００の下流端が臨んで
いる。そして、球計数装置部５００に返却された球および遊技機２００を通過した球を、
球揚送装置部７００を用いて上部タンク部３００へ揚送し、この上部タンク部３００にお
いて貯留するのである。
【００２４】
＜球回収経路部の構成＞
　次に、図３～図７を参照しながら球回収経路部６００の概略を説明する。球回収経路部
６００は、球計数装置部５００を通過した球の流下速度を加速させるための加速樋６１０
（図３、図４、図５参照）と、遊技機２００から排出されたアウト球を球揚送装置部７０
０へ搬送するアウト球回収樋６２０（図６、図７参照）と、球計数装置部５００から排出
された球を一時的に貯留しておくための一時貯留タンク６３０へ搬送する第１の球回収樋
８００と、球計数装置部５００から排出された球を球揚送装置部７００へ搬送する第２の
球回収樋９００と、を備えてなる。また、アウト球回収樋６２０を第１の球回収樋８００
の側方に位置させるとともに、第２の球回収樋９００を第１の球回収樋８００の側方かつ
アウト球回収樋６２０の下方に位置させている。
【００２５】
　球回収経路部６００の一部を構成する加速樋６１０は、球計数装置部５００を通過した
球を、後述する第１の球回収樋８００および第２の球回収樋９００へ勢いよく誘導するた
めの部材であり、球計数装置部５００の球排出口と後述する分流樋８１０とを接続してい



(6) JP 5429711 B2 2014.2.26

10

20

30

40

50

る。そこで、この加速樋６１０は、底板６１１（図４参照）と、この底板６１１の両側縁
から起立する一対の側板６１２、６１２とからなる上面が開放した断面形状が上向きコ字
形の加速樋部材を、加速樋固定部材６１３によって所定の傾斜角度となるように、遊技機
島１００の膳板１４０に取り付けることにより形成してある（図５参照）。
【００２６】
　また、加速樋部材の傾斜角度は、他の樋部材の傾斜角度に比べて大きい。このため、加
速樋６１０を流下する球は、流下速度が大きくなり、勢いよく下流側の分流樋８１０へ流
入することになる。
【００２７】
　球回収経路部６００の一部を構成するアウト球回収樋６２０は、遊技機２００を通過し
た球、すなわち、遊技者が打球発射装置によって遊技部へ向けて発射したが、遊技部に配
置した入賞口へ入球することなく、アウト口から遊技機２００内に取り込まれた後、アウ
トボックス６２１を介して排出された球を球揚送装置部７００へ搬送するためのものであ
る。このアウト球回収樋６２０は、例えば図７に示すように、上面が開放してアウトボッ
クス６２１から落下する球を受け止めるとともに、傾斜によって球揚送装置部７００へア
ウト球を搬送する。
【００２８】
　球回収経路部６００の他の部分は、第１の球回収樋８００および第２の球回収樋９００
によって構成してある。すなわち、第１の球回収樋８００は、球計数装置部５００から排
出された球を一時的に貯留しておく一時貯留タンク６３０へ搬送する役割を担っている。
また、第２の球回収樋９００は、球計数装置部５００から排出された球を球揚送装置部７
００へ搬送する役割を担っている。つまり、球計数装置部５００へ投入された球は、これ
らの第１の球回収樋８００および第２の球回収樋９００を介して、最終的には、遊技機島
１００における球循環経路へ組み入れられる。
【００２９】
　ここで、図３、図５を用いて、第１の球回収樋８００の構成を以下に述べる。第１の球
回収樋８００は、前記した加速樋６１０を通過した球の一部を第２の球回収樋９００に分
流する分流部を形成する分流樋８１０と、この分流樋８１０を通過した球を球揚送装置部
７００の方向へ転動流下させて一時貯留タンク６３０で貯留するための転動流下樋８２０
と、を有している。
【００３０】
　また、一時貯留タンク６３０は、球を一時的に貯留しておくための部位であって、球揚
送装置部７００の周囲に形成されている（図１、図３参照）。なお、この一時貯留タンク
６３０を、下部タンクと呼ぶことがある。さらに、前記したアウト球回収樋６２０からこ
ぼれ落ちた球も、この一時貯留タンク６３０に貯留される。
【００３１】
＜分流樋の構成＞
　次に、分流樋８１０の具体的な構造を説明する。分流部を形成する分流樋８１０は、図
８に示すような形状になっており、球が転動する平板状の底板部８１１を有し、この底板
部８１１の両側縁から上向きの傾斜片および下向きの傾斜片が延出している。すなわち、
上流側になる片半部分には、下向きに略４５度の角度で延出する分岐傾斜片８１２が底板
部８１１の両側縁に設けてある。一方、下流側の片半部分には、上向きに略４５度の角度
で延出する落下防止片８１３が底板部８１１の両側縁から斜め上向きに設けてある。
【００３２】
　また、分流樋８１０の横幅ＬＢは、前記した加速樋６１０の横幅ＬＫよりも狭くなって
いる（図４参照）。具体的に述べると、分流樋８１０の底板部８１１の横幅ＬＢは、加速
樋６１０の底板６１１の横幅ＬＫよりも球２個分程度狭くなっている。このため、加速樋
６１０の底板６１１の両端付近を流下する球は、分流樋８１０の底板部８１１の両端から
落下して、第２の球回収樋９００に流入することになる。このようにして第２の球回収樋
９００に分流される球は、球計数装置部５００から排出された球の約１０～２０％程度で
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ある。この第２の球回収樋９００によって搬送される球の流れを、図４および図５におい
て符号ｂを付した矢印で示すとともに、第１の球回収樋８００によって搬送される球の流
れを、同じく符号ａを付した矢印で示す。
【００３３】
　なお、図８に示す実施例による分流樋８１０は、底板部８１１の上流側の端部に接続片
８１４が延設してあり、また底板部８１１の下流側の端部に固定取付片８１５が延設して
あり、これらの接続片８１４および取付固定片８１５によって、遊技機島１００のフレー
ム１２０に固定するようになっている。加えて、この分流樋８１０は、下流側に延設した
落下防止片８１３の上流側角部を傾斜状にカットしている。したがって、上記のような構
造に形成したため、加速樋６１０から流入する球を、第１の球回収樋８００と第２の球回
収樋９００とにスムーズに分流することができる。
【００３４】
　一方、加速樋６１０から流下する球は、かなりの勢いで分流樋８１０に衝突する。そこ
で、この実施例では、分流樋８１０の内側に、ポリカーボネート等、耐摩耗性に優れた合
成樹脂板ＰＣ（図６参照）を両面テープ等の貼着手段によって貼設している。このため、
分流樋８１０が削られて溝が生じたり、摩耗して削りかすが発生することがきわめて少な
い。
【００３５】
　また、分流樋８１０の底板部８１１の両端から落下して分流樋８１０によって分流され
た球は、第２の球回収樋９００によって受け止められ、この第２の球回収樋９００を介し
て球揚送装置部７００へ搬送される。このため、この第２の球回収樋９００を、第１の球
回収樋８００の側方かつアウト球回収樋６２０の下方に位置させている（図６、図７参照
）。さらに、この第２の球回収樋９００と前記した第１の球回収樋８００とを、前記した
分流樋８１０が形成する分流部において唯一連通させている。
【００３６】
　よって、第１の球回収樋８００による球の流れａと第２の球回収樋９００による球の流
れｂとは、途中で交わることがない（図４、図５参照）。このため、第１の球回収樋８０
０において球の搬送に滞りが生じても、第２の球回収樋９００は、この滞りの影響を受け
ることがない。したがって、第２の球回収樋９００は、第１の球回収樋８００に優先して
球を球揚送装置部７００へ搬送することが可能になる。
【００３７】
　一方、第１の球回収樋８００は、分流樋８１０の下流側に当該分流樋８１０を通過した
球を球揚送装置部７００の方向へ転動流下させて一時貯留タンク６３０で貯留するための
転動流下樋８２０を備えている（図３、図４参照）。
【００３８】
　この転動流下樋８２０は、遊技機島１００の長手方向に延在する部材であって、所定の
傾斜角度を持ってフレーム１２０に固定してある。そして、この転動流下樋８２０は、複
数の球が流下方向に直交する方向に並んで転動可能な横幅を有する流下底部８２１を備え
ている。この流下底部８２１の横幅Ｔは、例えば８個の球が並んで転動可能な約９０ｍｍ
程度のものである（図７参照）。
【００３９】
　また、流下底部８２１の両側縁には、球が乗り越え可能な段差８２２が設けてあり、こ
の段差８２２を乗り越えた球が一時貯留タンク６３０に落下して一時貯留される。なお、
この段差８２２の高さは、球の半径以下のものであり、例えば約３．５～５．０ｍｍ程度
のものである。
【００４０】
　加えて、第１の球回収樋８００の下流端、すなわち転動流下樋８２０の下流端には、図
３に示すように、球の流下方向を変更するための変更板８３０が設けてある。このため、
第１の球回収樋８００で搬送される球は、この変更板８３０によって行き先を閉ざされ、
変更板８３０の近傍から一時貯留タンク６３０に貯留されることになる。
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【００４１】
　さらに、第２の球回収樋９００の下流端を第１の球回収樋８００の変更板８３０の位置
よりも下流に位置させている（図３（ｃ）参照）。このため、第２の球回収樋９００で搬
送された球は、第１の球回収樋８００によって搬送されて貯留される球よりも、球揚送装
置部７００に近い位置に貯留されることになる。したがって、第２の球回収樋９００によ
って搬送された球は、第１の球回収装置で搬送された球に比べて優先して搬送され、球揚
送装置部７００によって揚送されることになる。
【００４２】
　ところで、球が転動しながら樋を流下するときは、一般に、互いに衝突して飛び跳ねな
がら流下する。このため、樋から飛び出して途中から貯留が始まることがあり、貯留が樋
の途中から開始されると、所期の貯留量を確保できなくなってしまう。また、樋が片側に
傾いていると傾いた一側にのみ貯留され、この場合も所期の貯留量を確保できない。
【００４３】
　そこで、前記したように、転動流下樋８２０の流下底部８２１に球が係止可能な段差８
２２を設けておけば球を確実に流下端まで搬送することができ、所期の貯留量を確保可能
である。
【００４４】
　なお、図示の実施例では、第１の球回収樋８００における転動流下樋８２０および第２
の球回収樋９００にも、摩耗防止のために合成樹脂板ＰＣを貼設している（図６、図７参
照）。
【００４５】
　以上、本発明を図示の実施例について説明したが、本発明は前記した実施例に限定され
るものではなく、特許請求の範囲に記載した構成を変更しない限り適宜に実施できる。
【符号の説明】
【００４６】
１００　遊技機島
１１０　床部
１２０　フレーム
１３０　幕板
１４０　膳板
１５０　腰板
１６０　妻板
２００　遊技機
３００　上部タンク部
３１０　上部タンク部材
４００　球補給経路部
４１０　球補給樋部材
５００　球計数装置部
６００　球回収経路部
６１０　加速樋
６１１　底板
６１２　側板
６１３　加速樋固定部材
６２０　アウト球回収樋
６２１　アウトボックス
６３０　一時貯留タンク
７００　球揚送装置部
７１０　球揚送装置
８００　第１の球回収樋
８１０　分流樋
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８１１　底板部
８１２　分岐傾斜片
８１３　落下防止片
８１４　接続片
８１５　固定取付片
８２０　転動流下樋
８２１　流下底部
８２２　段差
８３０　変更板
９００　第２の球回収樋

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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